
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画についての市民意識調査 

報 告 書（速報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

＜目 次＞ 

Ⅰ.調査概要 

１．調査目的 -----------------------------------------------------------------  

２．調査概要 -----------------------------------------------------------------  

３．報告書の見方 -------------------------------------------------------------  

 

Ⅱ.調査結果 

Ａ．あなた自身について--------------------------------------------------------  

問1 あなたの年齢は  

問2 あなたの性別は  

問3 あなたは結婚していますか（事実婚を含む） 

問3-1 配偶者（パートナー）や交際相手など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、元交際相手を含む。複数おられた場合 

は一番最近に親密な関係にあった人について）の性別は  

問4 あなたが一緒に住んでいる人は  

問5 平成31年4月1日時点のあなたが同居している、一番下のお子さんの年齢は  

問6 あなた、配偶者（パートナー）の働き方は 

   （１）あなたについて （２）配偶者（パートナー）について  

Ｂ．男女平等に関する意識について ----------------------------------------------  

問7 次の①～⑧の各場面において、今の社会は男女の地位が平等になっていると思いますか  

問8 「男は仕事、女は家庭」というような性別で役割を固定した考え方についてどう思いますか 

問8-1 「同感しない」理由はなぜですか 

問8-2 「同感する」理由はなぜですか  

Ｃ．家庭生活について----------------------------------------------------------  

問9 あなた、配偶者が家事・育児・介護をする時間は、平日・休日を平均して１日どれくらいですか 

   （１）あなたについて （２）配偶者（パートナー）について  

問10 次の①～⑩の項目について、あなたのご家庭では、誰が主に担当していますか  

Ｄ．子育て・教育について------------------------------------------------------  

問11 一般的に子どもには、どの程度の学歴が必要だと思いますか。女の子、男の子、どちらについてもお答えください  

   （１）女の子の場合 （２）男の子の場合 

問12 子どもには、どのような生き方が望ましいと思いますか。女の子、男の子、どちらについてもお答えください 

   （１）女の子の場合 （２）男の子の場合 

問13 学校の中での取り組みには、どのようなことが必要と思われますか  

Ｅ．就労について -------------------------------------------------------------  

問14  女性が仕事に就くことについて、あなたはどう思いますか  

問15 女性が仕事に就くことについて、実際はどれにあてはまりますか。女性はご自身について、男性は配偶者（パートナー）

についてお答えください  

※     の設問は、前回調査との比較を掲載する予定です。 
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問16 あなたが、収入を得る仕事に就いていないのはなぜですか 

問17 あなたの配偶者（パートナー）が、収入を得る仕事に就いていないのはなぜですか 

   問17-1 あなたの配偶者（パートナー）は今後働きたいとお考えですか  

問18 あなたは次のようなことを見たり受けたりしたことがありますか  

問19 男女が対等に働いたり、地域も含めた社会の様々 な場面で能力を活かして活動したりするためには、どのようなことが 

必要だと思いますか  

Ｆ．仕事と生活の調和について --------------------------------------------------  

問20 あなたは、生活の中で仕事と個人の生活（家庭、地域活動など）でどちらを優先しますか。あなたの希望と現実（現状）

に最も近いものをそれぞれお答えください  

   （１）希望 （２）現実（現状） 

問21 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いま 

すか  

Ｇ．あらゆる暴力について------------------------------------------------------  

問 22 あなたは、配偶者（パートナー）や交際相手など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、元交際相手を含む）から、

次のようなことを「されたこと」「したこと」がありますか。また、その相手は誰ですか。以下の「されたこと」と「し

たこと」の両方にお答えください 

   （１）あなたがされたこと （２）あなたがしたこと 

問23 そのような行為を受けられてどうしましたか  

問24 あなたがどこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）のは、なぜですか  

問 25 あなたは配偶者（パートナー）など親密な関係にある人（事実婚や元配偶者、元交際相手を含む）からの暴力（殴る、

ける、無視するなど身体的、心理的な暴力）について、相談窓口としてどのようなものを知っていますか  

問26 配偶者等からの暴力、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪など、暴力をなくすためにはどのようなことが必要だと思 

いますか  

Ｈ．男女共同参画社会づくりについて --------------------------------------------  

問27 男女共同参画を推進することを目的に、市民の交流、情報提供、学習及び相談の場として、八尾市男女共同参画センタ

ー「すみれ」（生涯学習センター「かがやき」学習プラザ４階内）を設置しています。あなたは、八尾市男女共同参画

センター「すみれ」を知っていますか 

問27-1 八尾市男女共同参画センター「すみれ」を利用したことがありますか 

問27-2 「利用したことがない」主な理由はなぜですか 

問28 男女共同参画を進めていく上で、行政（国・府・市）は、どのようなことに力を入れるのがよいと思いますか 

問29 男女共同参画を推進するための八尾市の次の①～⑩の取り組みについて、現在の満足度をお答えください 

 

Ⅲ.自由意見のまとめ 

自由意見のまとめ------------------------------------------------------------  

 

参考資料 

調査票 ---------------------------------------------------------------------   
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Ⅰ．調査概要 

 

１．調査目的 

本市では、「八尾市はつらつプラン～第３次男女共同参画基本計画～」を平成 28

（2016）年 3 月に策定し、10 年間を計画期間として男女共同参画社会の実現に向けた

取り組みを推進しているところです。このたび令和２（2020）年度末をもって計画期間

の前半である５年を経過することから、法改正や制度改正、社会情勢の大きな変化などを

加味して点検を行い、計画の見直しを予定しています。 

これに伴い、広く市民のみなさまの男女共同参画についての現状や意識、ご意見をお伺

いし、八尾市の男女共同参画施策を推進するうえでの貴重な基礎資料として活用するた

め、市民意識調査を実施しました。 

 

２．調査概要 

（１）調査方法 

①調査地域 ：八尾市全域 

②調査対象 ：満 18 歳以上の男女 3,000 人（男 1,500 人、女 1,500人）を住民基

本台帳の中から無作為に抽出させていただきました。 

③実施方法 ：郵送による調査票の配布・回収 

④調査期間 ：令和元（2019）年 10 月 15日から 10月 29日まで 

 

（２）回収結果 

調査時期 配布数 有効回答数 有効回答率 

前回調査（平成 26年 10月） 3,000 1,316 43.9％ 

今回調査（令和元年 10月） 3,000 1,209 40.3％ 

 

３．報告書の見方 

○集計結果は、すべて小数点以下第２位を四捨五入しており、構成比（％）の合計が

100.0％にならないことがあります。 

○複数回答（マルチアンサー）の設問の場合、集計結果の合計が 100.0％を超えます。 

○グラフ及び表中の“Ｎ”は有効回答数を表しています。 

○構成比（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しています。 

○回答者数が少ない場合はパーセントの数字が変動しやすいため、傾向をみる程度に

しています。 

○本報告書における「前回調査」は、「男女共同参画についての意識調査」（平成 20年

3 月）を示しています。また、「大阪府調査」は、「男女共同参画に関する府民意識調

査（平成 21年度 大阪府）を示しています。 
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Ａ あなた自身について 

問１ あなたの年齢は（〇は１つ） 

 

 

 

問２ あなたの性別は（〇は１つ） 

 

 

 

 

問３ あなたは結婚していますか。（事実婚を含む）（〇は１つ） 
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問３－１ 配偶者（パートナー）や交際相手など親密な関係にある人（事実婚や元配偶

者、元交際相手を含む。複数おられた場合は、一番最近に親密な関係にあった人につい

て）の性別は。（〇は１つ） 

 

 

問４ あなたが一緒に住んでいる人は。（あてはまるものすべてに〇） 

 

問５ 平成３１年４月１日時点のあなたが同居している、一番下のお子さんの年齢は。

（〇は１つ） 
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問６ あなた、配偶者（パートナー）の働き方は。（それぞれについて〇は１つ） 
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Ｂ 男女平等に関する意識について 

問７ 次の①～⑧の各場面において、今の社会は男女の地位が平等になっていると思いま

すか。（①～⑧のそれぞれについて〇は 1つ） 
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問８ 「男は仕事、女は家庭」というような性別で役割を固定した考え方についてどう思い

ますか。（〇は 1つ） 

 

 

 

 

 

問８－１ 問８で「１ 同感しない」と答えられた方にお尋ねします。その理由はなぜです

か。（〇は 1つ） 
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問８－２ 問８で「３ 同感する」と答えられた方にお尋ねします。その理由はなぜですか。

（〇は 1つ） 
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C 家庭生活について 

問９ あなた、配偶者（パートナー）が家事・育児・介護をする時間は、平日・休日を平均

して１日どれくらいですか。（それぞれについて〇は１つ） 
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問１０ 次の①～⑩の各項目について、あなたのご家庭では、誰が主に担当していますか。

（①～⑩のそれぞれについて〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 



26 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

 

 

 

 

 

 



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

 

 

 

 

 

 

  



32 

 

Ｄ 子育て・教育について 

問１１ 一般的に子どもには、どの程度の学歴が必要だと思いますか。女の子、男の子どち

らについてもお答えください。（それぞれについて〇は 1つ） 
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問１２ 子どもには、どのような生き方が望ましいと思いますか。女の子、男の子、どちら

についてもお答えください。（それぞれについて〇は２つ） 
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36 

 

問１３ 学校の中での取り組みには、どのようなことが必要と思いますか。（〇はいくつで

も） 
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Ｅ 就労について 

問１４ 女性が仕事に就くことについて、あなたはどう思いますか。（〇は１つ） 
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問１５ 女性が仕事に就くことについて、実際はどれにあてはまりますか。女性はご自身に

ついて、男性は配偶者（パートナー）についてお答えください。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

  



39 

 

問１６ 働いていない方にお尋ねします。あなたが、収入を得る仕事についていないのはな

ぜですか。（〇はいくつでも） 
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問１６－１ あなたは今後働きたいとお考えですか。（〇は 1つ） 
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問１７ 配偶者（パートナー）が働いていない方にお尋ねします。あなたの配偶者（パート

ナー）が収入を得る仕事に就いていないのはなぜですか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

  



42 

 

問１７－１ あなたの配偶者（パートナー）は今後働きたいとお考えですか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

問１８ あなたは次のようなことを見たり受けたりしたことがありますか。（〇はいくつで

も） 
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問１９ 男女が対等に働いたり、地域も含めた社会の様々な場面で能力を活かして活動し

たりするためには、どのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 
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Ｆ 仕事と生活の調和について 

問２０ あなたは、生活の中で仕事と個人の生活（家庭、地域活動など）でどちらを優先し

ますか。（１）あなたの希望と（２）現実（現状）に最も近いものをそれぞれお答えくださ

い。（それぞれについて〇は１つ） 
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問２１ 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくためには、

どのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 
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55 

 

Ｇ あらゆる暴力について 

問２２ あなたは、配偶者（パートナー）や交際相手など親密な関係にある人（事実婚や元

配偶者、元交際相手を含む）から、次のようなことを「されたこと」「したこと」がありま

すか。以下の「されたこと」「したこと」の両方にお答えください。（それぞれについて〇は

いくつでも） 
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問２３ 問２２の（１）の行為を受けられた方にお尋ねします。そのような行為を受けられ

てどうしましたか。（〇はいくつでも） 
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問２４ 問２３「８ どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えられた方にお尋ねします。

あなたがどこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）のは、なぜですか。（〇はいく

つでも） 
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問２５ あなたは配偶者（パートナー）など親密な関係にある人(事実婚や元配偶者、元交

際相手を含む)からの暴力（殴る、ける、無視するなど身体的、心理的な暴力）について、

相談窓口としてどのようなものを知っていますか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

  



62 
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問２６ 配偶者等からの暴力、セクシュアル・ハラスメント、性犯罪など、暴力をなくすた

めにはどのようなことが必要だと思いますか。（〇はいくつでも） 
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Ｈ 男女共同参画社会づくりについて 

問２７ 男女共同参画を推進することを目的に、市民の交流、情報提供、学習及び相談の場

として、八尾市男女共同参画センター「すみれ」（生涯学習センター「かがやき」学習プラ

ザ４階内）を設置しています。あなたは八尾市男女共同参画センター「すみれ」を知ってい

ますか。（〇は１つ） 
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問２７－１ 問２７で「１ 知っている」と答えられた方にお尋ねします。 

八尾市男女共同参画センター「すみれ」を利用したことはありますか。（〇は１つ） 
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問２７－２ 問２７－１で「２ 利用したことがない」と答えられた方にお尋ねします。 

その主な理由はなぜですか。（〇は１つ） 
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問２８ 男女共同参画を進めていく上で、行政（国・府・市）は、どのようなことに力を入

れるのがよいと思いますか。（〇はいくつでも） 
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70 
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問２９ 男女共同参画を推進するための八尾市の次の①～⑩の取り組みについて、現在の

満足度をお答えください。(①～⑩のそれぞれについて〇は１つ) 
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75 

 

 

 

 

 

 

 

 



76 
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Ⅲ.自由意見のまとめ 

分類 件数 

1 男女平等に関する意識について 21 

2 家庭生活について 4 

3 子育て・教育について 11 

4 就労について 21 

5 仕事と生活の調和について 11 

6 あらゆる暴力について 4 

7 男女共同参画社会づくりについて 50 

8 アンケート方法について 9 

9 その他 54 

集計 185 

 

 

1.男女平等に関する意識について 

意見 件数 

男と女で違うのだから全てが平等である必要はないと思う。 6 

性別による固定観念を無くすべきだ。 3 

男女はそれぞれに適正があり、それを生かすことが平等であると思う。 3 

若い世代の方が男女平等の意識が高いと感じる。 3 

女性の立場の改善ばかりに注目することにも疑問を感じる。 2 

特に職場での意識改革が必要である。 2 

男女平等が当たり前という意識の醸成が必要である。 1 

妻は家事に専念、男は仕事をして男の給与で生計できる世の中、社会にするべき

である。 

1 

集計 21 

 

 

2.家庭生活について 

意見 件数 

市の施策よりも、嫁ぎ先の家庭の風土によるところが大きいのではないか。 2 

家事や子育てにおいては「協力」ではなく、ともに担うという認識が必要である。 1 

男は男にしか、女は女にしかできないこともある。働き方や育児について、子ど

もが小さい頃はやはり母親が必要である。 

1 

集計 4 
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3.子育て・教育について 

意見 件数 

思いやりの心・感じる力を育てることが大切である。 2 

学校を卒業した後、社会や地域における取り組みも必要である。 2 

子どもの頃からの男女共同参画に関する教育が重要である。 2 

個人を尊重することの大切さを教育することが重要である。 1 

自立することの大切さを教えること。 1 

男女の違いを認識させながらもそれぞれを尊重する教育が必要である。 1 

保護者がロールモデルとなって示していくことも必要である。 1 

保護者や教師への人権教育も必要である。 1 

集計 11 

 

4.就労について 

意見 件数 

子育て政策の充実による女性の就労促進が重要である。 13 

女性が働きやすい雇用制度の充実が必要である。 3 

女性の雇用促進が必要である。 2 

女性の就労については、施策だけでなく、子どもの精神的ケアも必要である。 2 

女性が就労することへの社会・男性の理解が必要である。 1 

集計 21 

 

5.仕事と生活の調和について 

意見 件数 

働き方改革を徹底する施策が必要である。 5 

男性の育児参加を促す施策の促進が必要である。 3 

子育て支援施策を充実してほしい。 2 

働き方改革が進み、社会や地域と関わることが促進されればよいと思う。 1 

集計 11 

 

6.あらゆる暴力について 

意見 件数 

ＤＶと児童虐待の厳罰化が必要である。 2 

ＤＶや虐待被害者への情報提供の拡充が必要である。 1 

女性の経済基盤の確立が重要である。 1 

集計 4 
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7.男女共同参画社会づくりについて 

意見 件数 

「男女共同参画」の広報に工夫が必要である。 15 

八尾市の取り組み内容が見えてこない。 10 

市の取り組み内容・手法を見直す必要がある。 9 

政治の現場や公務員から、女性を積極的に登用すべきである。 3 

女性の雇用を促進する制度の拡充が必要である。 3 

女性の意識改革、女性自身が声をあげることが重要である。 2 

若く優秀な人材を中心に男女共同参画社会づくりを進めるべきである。 1 

女性を含む若い子育て世帯が住みよい街・社会にすることが重要である。 1 

労働環境、待遇の改善が必要である。 1 

男性や若い女性に対する子育てに関する教育が重要である。 1 

ひとり親世帯への支援制度の充実が必要である。 1 

税制面での女性に対する優遇が必要である。 1 

女性のみを優遇するものではないということを周知すべきだ。 1 

就職やボランティアにつながる資格取得のための学びの場を充実してほしい。 1 

集計 50 

 

8.アンケート方法について 

意見 件数 

あらゆる世代に対応したアンケート内容になっていない。 3 

アンケートに添付資料などを同封すべきだったのではないか。 2 

質問項目、言葉の表記に違和感がある。 2 

この意識調査の効果を知りたい。 1 

回答に手間がかかる。 1 

集計 9 

 

9.その他 

意見 件数 

他施策に関すること 18 

自分自身のこと 11 

男女共同参画の意味や取り組みがわからない。 9 

男女共同参画は既に達成されている。 2 

その他 14 

集計 54 

 

 


